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本書は， 1971年 4月5 8日，ユーゴスラピァ Ljubljana大学で開催された，"，， 
第 8回ノてリストカルヲオグラフィ (Bcg)および心脈管力学に関するヨーロッパ
会議の論文を， G. juznicが編集したものである。内容は 3部に大別され，第 l
部は，血行力学的ストレスと心臓のそれからの解放に関するシンポヲウム，第 2
部は Bcgの基礎ならびにその成果の臨床への応用，第 3部は Bcgおよび心脈
管力学に関するヨーロッパ協会第 10周年記念、の歴史，現状および将来について
述べてある。
まず Rotterdam医学部心臓部門の Arntzeniusらが述べているように， Bcg 
は左心室が血液を大動脈内に駆出することにより，身体が反作用方向に動かされ
ることに基づくが， この際， 駆血力の方向の変化が大切で， 例えば， 駆血初期
の足方向に向かう身体加速が大動脈内の血流を助長するかも知れないと考えられ
る。このため， BASH (body acceleration synchronous with the heart beat: 
心拍と同時に起こる身体加速)の研究が進められ，足方向への身体加速が体循環
にかなり重大な影響を及ぼすことが判明した。具体的に述べると，足方向への加
速は心拍出量の増大と最高血圧の上昇を，また，頭方向への加速は，逆に最高血
圧の低下と心負荷の減少，ならびに，左室駆血の促進を生じる。この BASHを
心原性ショック患者に試用し，血圧が上昇したという成績が発表されている。心
原性ショックを伴う心筋硬塞患者の治療に，今後，大いに有用となるかも知れな
"、。
頚動脈波の記録について，従来のピックアップを直接動脈上に置いて行なう方
法に対し，今回，全く異なる方法，すなわち， resonance electrosphygmography 
が発表された。これは，高周波発振器を利用し直接動脈に接触することなく，皮
膚から約 4mm離れたところから頚動脈拍動を記録する装置である。 
ULF-Bcg (超低周波 Bcg)を用いた研究も相変わらず活発であるが， juznic 
らのいう IHM(心撃力)=Pms (平均縮期血圧)xIS (左室内腔表面積) xTSM 
(全縮期時間)がよく心力を表し， O2消費量と密接な関係にあるという事実は
認められてよいであろう。これが基礎となって，本書の表題が生まれたようであ
るが，この心撃力から測定された喫煙の効果が，人により心脈管系のストレスに
も，解放にもなり得ることを暗示した成績は興味深い。 Amsterdam自由大学の 
Knoopは， Bcgの“J波が老化をよく表し，加令と共にこれが低下すること，
さらに老化に伴う体動の不活発さは，特に Bcgの“j"M 部分によく表れるこ
とを明らかにした。老化，運動不足，これに対する各種治療と薬効などのテスト
もこれにより，ある程度可能であろう。 
Berlinの Holldackが，長い沈潜の後，“MariaTheresia以来変ることな
く用いられてきた従来の聴診器"に代わる新しい電気聴診器を開発し，各種心雑
音の区別，心音の強さの分布，老人の弛期性雑音について新しい見解を述べてい
る。そして第 3部の Bcg協会発展の歴史には，偉才 Henderson(1905)に端を
発し，少数の好事家としか思いようのない研究者達が，一方は米国の Starrを
中心に，他方はヨ{ロッパの Burgerを中心に生涯の大半をささげて，本書冒頭
の命題“SineArdore Rerum Irrita Elaboratio"に生き，華やかな米国の心
カテーテノレ法に始まる観血的方法の学問的洪水の下にあって，非観血的方法こそ
ヒトに行なう方法であるというヨーロッパの伝統を守り続けた姿が，生き生きと
お古かれ，感動的である。
多少なりとも心脈管疾患に興味を持たれる方々に，また，独創に生きる研究者
に，初夏の好個の読物として一読をおすすめしたい。(木下安弘)
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